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編
集
後
記

本
号
は
、
論
文
二
篇
、
講
演
筆
録
二
篇
、
書

評
一
篇
を
内
容
と
す
る
。
荒
牧
論
文
は
、
学
界

で
議
論
の
あ
る
「
法
法
性
分
別
論
』
の
作
者
、

著
作
時
に
関
連
し
、
「
虚
妄
分
別
」
と
い
う
重

要
な
概
念
の
展
開
に
つ
い
て
の
氏
の
見
解
が
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
開
示
さ
れ
て
い
る
。
学
界
に

稗
益
し
さ
ら
な
る
建
設
的
な
議
論
が
展
開
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
櫻
井
論
文
は
、
後
期
博
士

課
程
修
了
者
に
よ
る
現
時
点
で
の
研
究
成
果
の

一
部
の
公
表
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
側
資
料
の
解
読

に
よ
っ
て
、
『
入
菩
提
行
論
』
の
思
想
理
解
に

光
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
谷
教
授
の
論
文

は
、
本
学
で
の
講
演
内
容
に
さ
ら
に
加
筆
し
て

く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
後
期
の
認

識
論
、
論
理
学
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
の
難
解

な
資
料
解
読
に
も
と
ず
く
氏
の
長
年
の
研
究
成

果
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
。
「
刹
那
滅
論
」
を
ト
ピ
ッ
ク
に
イ
ン
ド
仏

教
史
の
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉
元
教

授
の
書
評
は
、
本
学
の
誇
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究

の
伝
統
を
継
承
し
て
、
近
業
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
研

究
成
果
へ
の
書
評
で
あ
る
。
定
年
退
職
さ
れ
た

舟
橋
教
授
に
は
、
慣
例
に
し
た
が
っ
て
、
大
谷

大
学
在
職
中
の
研
究
、
教
育
の
思
い
出
を
日
本

社
会
の
変
化
と
重
ね
合
わ
せ
て
語
っ
て
い
た
だ

い
た
。本
誌
の
如
き
学
術
雑
誌
の
出
版
は
、
読
者
層

が
さ
ま
ざ
ま
で
編
集
に
困
難
を
感
ず
る
。
仏
教

学
入
門
者
に
啓
蒙
的
役
割
を
果
た
す
必
要
も
あ

り
、
内
外
の
学
界
の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら
学

問
の
進
歩
に
取
り
残
さ
れ
ぬ
よ
う
斬
新
な
論
文

も
掲
載
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
出
版
の
機
会

の
少
な
い
若
き
学
者
に
そ
の
場
を
提
供
し
て
あ

げ
た
い
し
、
等
々
・

現
代
社
会
で
仏
教
思
想
へ
の
関
心
が
た
か
ま

る
に
つ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
雑
誌
の
出
版
、
継

続
が
、
学
的
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、
一
層
、

一
般
社
会
か
ら
の
期
待
に
も
こ
た
え
ら
れ
る
も

の
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
。
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